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いつも作品をご愛用くださり誠にありがとうございます。

この資料は、鹿の置物の角パーツが取れてしまった際の修復ガイドになります。

注意：強力な接着剤による修復方法を紹介しております。

　　　綺麗に仕上げられない場合には取り返しがつかなくなる可能性があります。

　　　必ず資料を最後まで確認し、自己責任の上で、注意して行ってください。

※接着剤と固定補助材はあくまで参考になります。

※ロットによって角の色味が異なります。

準備するもの

① 破損した「作品本体」と「パーツ」（必須）

③ 固定補助材「ひっつき虫」　（あればとても良い！）

② 接着剤。“速乾性・粘性タイプ・透明タイプ”を必ずお選びください。（必須）

　 ※ホームセンターなどで入手できるおすすめの接着剤

　 「アロンアルファ プロ用 耐衝撃 中粘度」

　 注意：接着力がとても強力です。取り付けがズレてしまったり失敗すると

　　 　　取り返しがつかなくなる可能性があります。あらかじめご注意ください。
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ひっつき虫を一粒からビー玉程度を手に取り、

練って、画像のように耳の上につけて下さい。

〈ここ大事！〉

ひっつき虫にもたれさせながら固定してく下さい。

垂れないように、

設置面に一滴程度の接着剤をつけて下さい。

万が一垂れてしまった際は素早く拭き取り、

目や口に入らないよう十分に注意して下さい。
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取り付け位置に注意しながら、固まる前に調整して下さい。

固定が難しい場合はひっつき虫の量を増やし、しっかりとマウントするように固定して下さい。

10分 ～ 20分待機


